






住宅金融公庫の換気量の数値は、最低基準値を示しており、「建物の耐久性を高める」、「快適で健

康な居住環境に近づける」ためには、より多くの換気量が必要と思われます。設計にあたっては、小屋

裏の空気が淀みなく換気されるように数箇所に分散して取付けるか、特に、次の様な建物については、

棟部分全体に取付けることをおすすめします。

1）屋根外断熱工法の場合

　屋根外断熱工法の場合、屋根の防水シート部分または野地板

部分に、冬季（寒冷地）には結露が発生する可能性が高いため、

また、遮熱対策のために断熱材の外側に通気層を設けていると思

われます。しかし、通気層は縦桟等にて仕切られるため、棟の一部

分の換気では、通気層部分の換気は十分にはできません。屋根外

断熱工法の場合は、「棟涼」を棟全体に取付けることをおすすめし

ます。

2）外壁に通気層を設け、小屋裏に空気を導入する場合

　壁にグラスウール断熱材やプラスチックフォームを取付け、その外

側に、防露用または遮熱用の通気層を設けている場合において、

通気層の空気を小屋裏に入れる構造が一般的にはとられています。

その場合、外壁全周の空気と小屋裏の空気を1部の換気孔から排

出するには、無理があると思われます。

　外壁に通気層を設け、空気を小屋裏に導入する場合は、「棟涼」

を棟全体に取付けることをおすすめします。

（４）「棟涼」の適用条件について
　

1）建物の高さ（軒と棟の高さの平均値）

　15ｍ以下

　（15ｍを超える高さでの使用の場合は、強風に対する安全性を確認して下さい。）

2） 取付け位置

　棟の水平部分

　（垂直部分や傾斜部分は使用できません。）

3） 標準屋根勾配

　4寸勾配以上、8寸勾配以下
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